
 

 （第２号様式）   
令和５年４月 28 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立横浜清陵高等学校  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・新学習指導要

領の趣旨や生徒

の特性等を踏ま

えたカリキュラ

ム・マネジメン

ト に 取 り 組

む。  

  

  

・新しい時代に

必要となる資

質・能力の育成

をめざし、授業

改善と探究活動

の 充 実 を 図

る。  

①授業改善のテ
ーマを設定し、
学校全体の授業
力の向上に繋げ
ている。 
 
②一人１台端末
を活用した教科
指導及び探究的
な学びの更なる
充実を図る。 
 
③新たな教育課
程を踏まえた成
績評価について
組織的な研究を
進める。 
 

①授業改善のテ
ーマを設定し、
授業改善研修を
行う。 
 
②ICT推進委員会
と連携し、ICTを
活用した授業の
実施と実践の共
有に取り組む。 
 
③成績評価につ
いて、各教科と
連携し研究体制
を確立する。 

①授業改善のテ
ーマを設定し、
授業改善研修を
行うことができ
たか。 
 
②１・２年次生
を中心に、端末
を授業で活用で
きたか。（端末
活用の頻度が３
割以上） 
 
③組織的な研究
体制を確立する
こ と が で き た
か。 
 
 

     

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

・教育活動全般

をとおして生徒

の主体性や人間

性を高め、社会

に貢献できる人

材 を 育 成 す

る。  

  

・生徒理解を深

め、個に応じた

支援体制を整備

し、充実させ

る。 

①学校行事や部
活動等を活性化
させることによ
り、生徒の主体
性や協調性の向
上を図る。 
 
②ＳＣ、ＳＳＷ
を効果的に活用
し、生徒の抱え
る問題の早期発
見に努める。 
 
③規範意識や身
だしなみについ
ての意識の醸成
を図る。 
 

①実行委員の生
徒等の意見をも
とにした行事運
営を行う。 
②部活動や行事
において、生徒
同士の協働を重
視した活動を行
う。 
 
②教育相談体制
を確立し、個別
支援を充実させ
る。 
②生徒情報交換
会を複数回実施
する。 
③モラル・マナ
ー教育の充実と
丁寧な指導によ
り、基本的な生
活習慣を確立さ
せるとともに、
規範意識を高め
る。       

①②実行委員の
生徒等にアンケ
ートを実施し、
活動を通して主
体性や協調性が
向上したという
生徒が 7 割以上
いたかどうか。 
 
②教育相談コー
ディネーターや
ＳＣ、ＳＳＷの
連携状況はどう
で あ っ た か 。
（会議等の回数
が年３回以上） 
③校則や社会規
範に対する生徒
の理解を深めた
上 で 、 時 間 厳
守、挨拶励行、
服装頭髪マナー
の 向 上 等 を 図
り、指導対象を
減らすことがで
きたか。   

     

３ 進路指導・支援 

・学校外の教育

力の活用や個別

指導を充実さ

せ、個々の生徒

のキャリア意識

を高め、希望す

①探究的な学び
について、学校
全体の取組とし
ての位置づけを
一層明確にし、
自らの進路につ
なげるように支

①「総合的な探
究の時間」を通
じて学びのスタ
イルを身に付け
させるとともに
総合型選抜にも
つなげられるよ

①生徒による授
業評価項目「自
らの考えを広げ
深めることがで
きた」が 90％以
上か。 
総合型選抜の受

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

る進路実現を図

る。  

援する。 
 
②上級学校への
進学意識を向上
させ、一般受験
の生徒を増や
す。 
 

う に 支 援 を す
る。 
②３年間を見通
したキャリア教
育を実践すると
ともに学校外の
教育力の活用方
法 を 具 体 化 す
る。 

験型受験者数が
昨年より増えた
か。 
②講演会や報告
などで生徒への
フィードバック
や意識付けがで
きたか。 

４ 地域等との協働 

・地域や保護者

等と連携・協働

を図り、信頼さ

れ開かれた学校

づくりを推進す

る。  

①保育園ボラン
ティアをはじ
め、近隣の小中
学校との連携を
推進する。 
 
②地域清掃活動
等を推進すると
ともに教育環境
の整備・充実を
図る。 
 

①長期休業期間
を利用して、保
育園ボランティ
ア等への生徒参
加を促す。 
①近隣の小中学
校と連携して、
地域祭りへの生
徒参加を促す。 
②地域清掃活動
等ボランティア
への積極的な参
加を促す。 
 

①昨年度より保
育園ボランティ
ア参加数が増え
たか。 
①小中と連携で
きたか。 
 
 
 
②地域清掃活動
を積極的に行え
たか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

・社会の教育ニ

ーズに対応しな

がら、安心して

学ぶことのでき

る教育環境をつ

くり、積極的に

情報を発信す

る。  

  

・職員のワーク

ライフバランス

を推進するた

め、協働意欲を

高め、校務の効

率化を図る。  

①学校の活動が
見えるように映
像・画像を公開
していく。（Ｈ
Ｐの充実） 
 
②生徒の学習成
績や進路関係書
類に係る事故防
止及び教職員の
不祥事防止に努
める。 

①教育活動を積
極的にホームペ
ー ジ に 掲 載 す
る。 
 
 
 
 
②毎職員会議前
に不祥事防止研
修 会 を 実 施 す
る。 
②ヒヤリハット
にあたる事例を
扱い課題意識を
共有する。 

①学校説明会参
加者のうち 50%
以上がホームペ
ージを見ている
か。 
 
 
 
②毎職員会議に
実施できたか。 
②全職員で取組
む体制ができた
か。 
② 連 絡 を 密 に
し、情報共有を
図れたか。 

     

 

 


